
●
さ
ま
ざ
ま
な
胃
が
ん
の
原
因

　

人
間
の
体
は
細
胞
の
か
た
ま
り
だ

が
、
正
常
な
組
織
は
、
こ
れ
ら
の
細

胞
が
死
滅
と
再
生
を
繰
り
返
し
て
新

陳
代
謝
し
な
が
ら
維
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
異
変
が
生
じ
、

死
滅
す
る
こ
と
な
く
増
殖
す
る
性
質

を
も
っ
た
細
胞
が
、が
ん
と
呼
ば
れ

る
も
の
の
正
体
だ
。

　
「
胃
が
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

重
な
っ
て
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
や
男
性
、
喫

煙
者
な
ど
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
胃
の
粘

膜
を
荒
ら
す
た
め
、
胃
が
ん
の
危
険

因
子
の
一
つ
で
す
。
一
方
、
野
菜
や

果
物
を
多
く
食
べ
る
こ
と
は
が
ん

の
発
生
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
の

は
、内
科 

上
部
消
化
管
科
の
三
輪
洋

人
主
任
教
授
。

　
「
胃
が
ん
は
、
他
の
臓
器
の
が
ん

と
比
べ
、早
期
に
発
見
で
き
れ
ば『
治

る
』が
ん
だ
と
い
え
ま
す
。
胃
痛
や

膨
満
感
な
ど
の
症
状
が
出
て
い
る
場

合
は
す
で
に
進
行
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
早
期
で
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、早
期
発
見
の

た
め
に
は
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る

の
が
一
番
で
す
」と
強
調
す
る
。「
内

視
鏡
の
検
査
な
ら
2
年
に
1
度
で
十

分
で
す
。
50
歳
以
上
の
方
は
ぜ
ひ
定

期
的
に
胃
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
」。

●
ピ
ロ
リ
菌
は
除
菌
で
き
る

　

胃
が
ん
の
危
険
因
子
の
な
か
で

も
、も
っ
と
も
注
意
す
べ
き
な
の
が
、

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
と
呼
ば

れ
る
細
菌
の
存
在
だ
。「
い
わ
ゆ
る

＂ピ
ロ
リ
菌＂
の
関
与
に
よ
り
、
胃
が

ん
発
生
の
リ
ス
ク
は
ぐ
ん
と
高
ま

り
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
人
が
胃

が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
は
、い
な
い

人
の
50
～
1
0
0
倍
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
」。

　

日
本
人
の
場
合
、
50
歳
以
上
の
60

～
80
％
は
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。「
ピ
ロ
リ
菌
は
、5

～
6
歳
く
ら
い
ま
で
に
感
染
す
る

と
い
わ
れ
、
感
染
す
れ
ば
胃
の
中
に

一
生
棲
み
続
け
ま
す
」。
逆
に
、大
人

に
な
っ
て
か
ら
感
染
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
、
胃
粘
膜
に
炎
症
を

引
き
起
こ
し
、
胃
炎
や
胃
潰
瘍
、
胃

が
ん
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
が
、「
３
種
類
の
抗
菌
薬
を

１
週
間
続
け
て
服
用
す
る
こ
と
で
、

除
菌
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
可
能
で
す
」

と
、三
輪
主
任
教
授
。
除
菌
中

は
下
痢
な
ど
の
副
作
用
が
出

る
人
も
い
る
が
、
た
い
て
い

は
一
時
的
な
症
状
だ
と
い
う
。

　

胃
が
ん
の
発
症
は
、
長
年

の
炎
症
の
積
み
重
ね
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
慢
性
的

な
胃
炎
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
場
合
は
、
ピ
ロ
リ
菌

が
い
る
か
ど
う
か
の
検
査
を

行
い
、
早
め
に
除
菌
を
行
う

ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
。

●
早
期
の「
粘
膜
内
が
ん
」

　
な
ら
内
視
鏡
治
療

　

ひ
と
く
ち
に
胃
が
ん
と
い
っ
て

も
状
態
は
さ
ま
ざ
ま
。
治
療
を
始
め

る
に
あ
た
り
、
が
ん
の
進
行
度
や
形

状
、
組
織
の
特
徴
な
ど
を
細
か
く
検

査
し
、
適
切
な
治
療
方
針
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
る
。
が
ん
が
胃
の
内

～
胃
が
ん
治
療
の「
い
ま
」～

内科 上部消化管科　三
み

輪
わ

 洋
ひろ

人
と

主任教授

特集

　
日
本
人
に
多
い
胃
が
ん
は
、死
亡
率
が
肺
が
ん
に
次
い
で
多
い
が
ん
だ
。

高
齢
化
に
よ
り
、発
症
す
る
人
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、検
診
の
普
及
や

治
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
命
を
落
と
す
人
は
減
少
し
て
お
り
、近
年
は

治
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、そ
の
後
の
生
活
の
質
ま
で
考
慮
し
た
治
療
を
行

う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
胃
が
ん
と
い
う
病
気
と
胃
が
ん
治
療
の

「
い
ま
」に
つ
い
て
解
説
す
る
。

胃
が
ん

HEARTS 1HEARTS2

がん特集１１１



　輸血部では、主に兵庫医科大学病院での輸血や
造血幹細胞移植にかかわる業務を行っています。
血液の型というとABO式とRh式が良く知られて
いますが、そのほかにも分類があり、200種類以
上といわれています。また、過去に輸血を受けた
ことのある方や、妊娠を経験した女性は、赤血球に
対する抗体ができているため、輸血による副作用
が起こらないよう、血液センターから届いた輸血
用の血液と患者さんの血液がきちんと適合するか
どうか、綿密に検査を行います。さらに、各科の医

師とともに輸血療法委員会を開催して輸血の安全
性の確保と適正輸血のための連携を強めるととも
に、定期的に各病棟などをまわって現場でのチェッ
クも行っています。
　兵庫医科大学病院で行われる骨髄移植や臍帯血
移植などの造血幹細胞移植の数は、全国でもトッ
プクラス。輸血部では、血液内科や小児科と連携し、
その一端を担っています。また、認定NPO法人兵
庫さい帯血バンクの業務を担当。連携する15の施
設から集められた臍帯血を保存・管理し、臍帯血移
植のために全国に提供しています。
　患者さんと直接お会いするのは、手術の準備と
して自己血輸血のための採血を行う時くらいです
が、安心して輸血を受けていただけるよう、縁の
下の力持ちとして頑張っています。

●主な業務

輸血部　
甲
か

斐
い

 俊
しゅんろう

朗  部長

安全で適正な
輸血のために

兵庫医科大学病院
支援部門紹介

輸血部
　輸血部は、院内における輸血事故の防止、輸血の安全性
の確保、適正輸血を目指し、血液の保存・管理や各種検査
を行っています。また、輸血副作用に関する調査や、輸血
関連情報の管理のほか、造血幹細胞移植に関わる業務、臍
帯血バンク業務などを行っています。

兵庫医療大学　平成２５年度入学試験日程
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検査業務
ABO血液型、抗体スクリーニングなど安全な輸血の
ための検査や輸血副作用時の検査のほか、細胞性免疫
検査、造血幹細胞移植における検査などを行ってい
ます。

採血・造血幹細胞移植に関する業務
院内各科における自己血輸血のための自己血採血・
管理を行っています。また、血液内科、小児科と連携
し、造血幹細胞移植療法の一端を担っています。

臍帯血バンク業務
認定NPO法人兵庫さい帯血バンクの臍帯血の調製・
保存・出庫業務などを担当しています。

血液型抗体・輸血副作用
などに関する医療相談
血液型抗体や輸血時の副作用に関することなど、安全
な輸血を行うためのさまざまな医療相談に対応して
います。

血液の保存・管理業務
血液センターから届いた輸血用血液の適切な保存、管
理を行います。

入試種別 対象学部・学科 出願期間 試験日 合格発表日

一般入学試験

前期Ａ日程 薬・看・理・作 平成25年1月10日（木）
～1月24日（木）
窓口出願

1月25日（金）

平成25年2月1日（金）

平成25年2月8日（金）前期Ｂ日程 薬・理・作 平成25年2月2日（土）

センター試験利用
（前期） 薬・看・理・作 平成25年1月10日（木）

～1月30日（水）

前期Ｃ日程 薬 平成25年2月4日（月）
～2月12日（火） 平成25年2月17日（日） 平成25年2月22日（金）

後期日程 薬・看・理・作 平成25年2月15日（金）
～2月25日（月） 平成25年3月2日（土） 平成25年3月8日（金）

センター試験利用
（後期） 薬・看 平成25年3月13日（水）

～3月22日（金） 平成25年3月27日（水）
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ボランティア
募集中

ボランティア
募集中

当院では、地域に開かれた病院の実現を目指して「病院ボラ
ンティア」を募集しています。病院ボランティアに関心があり、
優しさと何事にも前向きに取り組む姿勢のある方、ご連絡を
お待ちしています。

毎週月～金曜日　９：００～１１：００
初めて来院された外来患者さんへ受付の補助をしていただきます。

●初診手続きの補助

第２・４火曜日、第３水曜日　９：００～１１：００
外来診療で使用する材料（ガーゼたたみ等）を作成していただきます。

●ガーゼたたみ等

毎週月～金曜日　９：００～１１：００
来院された患者さんへの補助（エスコート等）をしていただきます。

●総合案内補助（男性歓迎）

毎週水曜日　９：００～１１：００
10号館７、８、９階病棟のリネン（シーツ）の交換をしていただきます。

●リネン（シーツ）交換

病院ボランティアをしてみませんか？

主な活動内容・活動日

お問合せ先 ： 兵庫医科大学病院  地域医療・総合相談センター  （1号館附属棟 1階）
TEL 0798-45-6001

兵庫医科大学医療情報誌

「HEARTS（ハーツ）」
Vol. ７

＜発行＞
学校法人兵庫医科大学
〒６６３－８５０１ 西宮市武庫川町１番 1 号
＜編集＞
学校法人兵庫医科大学総務企画部　広報課
＜発行日＞
２０１2 年１０月２６日

■本書の見方

本書では、「診療最前線」のページで紹
介する疾患を、以下のように分類し色
分けしています。バインダーや綴じ紐
などで綴じてご活用ください。

　平成２４年７月４日より、標準ドックを月曜日・木曜
日の週２日から月曜日・水曜日・木曜日の週３日に変更
して実施しています。      
　新たに水曜日に限り、胃の検査では口からの内視鏡検
査に加え、鼻からの内視鏡検査や麻酔をかけて行う鎮静
内視鏡検査を選択していただけるようになりました。  
　また、内視鏡検査中に精密検査が必要と判断された場
合は、ご希望により組織を採取して病理検査を行います。

（別途追加料金が発生します。）

　平成２３年３月より建設を進めている急性医療総合セ
ンターは平成２５年4月開設に向け、順調に建設を進めて
います。
　平成２４年９月末現在、建物外装工事はほぼ終了し、
１２月完成に向けて、内装工事を進めており、今後医療機
器等の搬入・設置を予定しています。
　建設期間中は皆様にはご迷惑、ご不便をおかけいたしま
すが、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

がん

目・耳・
鼻・口
の病気

呼吸器
の病気

腎臓・
泌尿器
の病気

肝臓・
すい臓・
胆嚢
の病気

子ども
の病気

循環器
と血液
の病気

全身
の病気

こころ
の病気

骨・関節
の病気

皮膚
の病気

胃・腸・
食道
の病気

女性
の病気

肝
硬
変

脳・神経
の病気

診療最前線
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体
の
７
～
８
割
を
占
め
る
。
現
在
で
は
、

B
型
肝
炎
に
よ
る
肝
硬
変
は
、
病
状
が

相
当
進
行
し
て
い
て
も
、
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
す
べ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、C

型
肝
炎
が
原
因
の
も
の
は
、
ウ
イ
ル
ス

の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
に
よ
り
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

を
消
滅
さ
せ
、
完
治
で
き
る
も
の
も
あ

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
も
の
な
ら
、
と

に
か
く
断
酒
。治
療
法
は
肝
硬
変
に
至
っ

た
原
因
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
徹
底

的
に
検
査
を
行
っ
て
原
因
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に

合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
。

　
脾
臓
は
古
く
な
っ
た
血
球
を
壊
す
働

き
を
持
つ
が
、
肝
硬
変
で
は
腫
れ
て
機

能
が
亢
進
し
て
お
り
、
正
常
な
血
球
ま

で
過
剰
に
壊
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
は
、
血
小
板

数
が
少
な
く
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

が
行
え
な
い
。
兵
庫
医
科
大
学
で
は
、

内
科
の
研
究
室
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

の
治
療
効
果
を
ウ
イ
ル
ス
や
患
者
さ
ん

の
遺
伝
情
報
ま
で
詳
し
く
検
討
し
、
治

り
や
す
い
タ
イ
プ
の
場
合
は
、
外
科
で

脾
臓
摘
出
手
術
を
行
う
。
脾
臓
の
摘
出

は
、
3
セ
ン
チ
大
の
穴
１
つ
と
1
セ
ン

チ
大
の
穴
２
つ
を
わ
き
腹
に
開
け
て
腹

腔
鏡
で
摘
出
す
る
た
め
、
手
術
そ
の
も

の
の
患
者
さ
ん
の
負
担
は
少
な
い
。
手

術
に
よ
っ
て
肝
機
能
が
改
善
し
血
小
板

も
増
え
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
術
後

は
細
菌
感
染
へ
の
抵
抗
力
が
弱
ま
る
た

め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
対
策

が
必
要
と
な
る
。

　「
肝
疾
患
の
治
療
に
お
い
て
は
、
内

科
と
外
科
、
放
射
線
科
の
綿
密
な
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。
西
口
主
任
教
授
と

藤
元
主
任
教
授
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
こ

の
２
人
と
、
同
じ
く
肝
臓
を
専
門
に
し

て
い
る
放
射
線
科
の
廣
田
省
三
主
任
教

授
は
常
時
診
療
を
共
に
し
て
お
り
、「
内

科
、外
科
、放
射
線
科
の
連
携
が
非
常
に

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
、
兵
庫
医
科

大
学
病
院
の
特
徴
」と
胸
を
張
る
。
月
に

一
度
の
3
科
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

は
、
医
師
を
中
心
に
し
た
30
～
40
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
い
う
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
れ
ば
、手
術
前

に
肝
臓
の
形
や
大
き
さ
、が
ん
の
位
置
な

ど
が
わ
か
り
、
ど
の
部
分
を
ど
れ
だ
け

切
除
す
る
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
。
こ
の
技
術
は
、厚
生
労
働
省
の

先
進
医
療
と
し
て
認
定
さ
れ
、他
の
病
院

に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　「
以
前
は
、一
度
肝
硬
変
に
な
っ
て
し

ま
う
と
元
に
は
戻
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
部
の
肝
硬
変
は
完

治
し
ま
す
」と
西
口
主
任
教
授
。

　
長
期
に
わ
た
る
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
も
肝
硬
変
の
原
因
の
一
つ
だ
が
、

最
も
多
い
の
は
B
型
お
よ
び
C
型
肝

炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
の
も
の
で
、
全

　
兵
庫
医
科
大
学
病
院
は
、
2
0
0
8

年
4
月
に
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
た
。
同
年
10
月
に
は
肝
疾

患
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
大
学
内
の
連
携

だ
け
で
は
な
く
、
兵
庫
県
下
の
専
門
医

療
機
関
、
協
力
医
療
機
関
、「
か
か
り
つ

け
医
」と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し

て
高
度
な
肝
疾
患
診
療
体
制
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
治
験
や
先
進
的

治
療
を
行
う
な
ど
、
常
に
最
先
端
の
治

療
を
目
指
し
努
力
し
て
い
る
。
肝
疾
患

セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る
西
口
主
任
教
授

は
言
う
。「
肝
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
が

私
の
目
の
前
に
来
た
時
点
か
ら
、
病
気

を
一
切
進
行
さ
せ
な
い
つ
も
り
で
や
っ

て
い
ま
す
」。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

ど
ん
な
に
心
強
い
言
葉
だ
ろ
う
。

強
い
連
携
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は

完
治
す
る

肝・胆・膵外科
藤
ふじ

元
もと

 治
じ

朗
ろう

主任教授

肝硬変・・・・・・・・・・・・・・・277件インターフェロン新規導入（治験や肝硬変を含む）・・・・・144件内視鏡下食道静脈瘤治療・・・110件肝癌治療
手術・・・・・・・・・・・・・・・・179件RFA（ラジオ波焼灼療法）・・・102件TACE（肝動脈化学塞栓療法）・・・247件

診療実績（2010年1～12月）

NEWS

急性医療総合センター進捗状況標準ドックを週３日実施しています

Vol.８は、２０１３年４月の発行予定です。

看護師・助産師募集
人材対策室

0120-456-199
http://www.hosp.hyo-med.ac.jp/nursing/recruitment/

フリー
ダイヤル

■看護師・助産師採用ホームページ

兵庫医科大学 看護師 検索E-mail jinzai@hyo-med.ac.jp FAX 0798-45-6524

急性医療総合センター　平成25年4月開設

　●①経鼻内視鏡
　　標準ドック基本コース料金（４９，３５０円）に含む

　●②鎮静内視鏡
　　追加料金　　　　５，２５０円（税込）
　●③生検病理検査
　　追加料金　　　３１，５００円（税込）

■水曜日限定

バックナンバーは、兵庫医科大学のホームページよりご覧いただけます。
http://www.corp.hyo-med.ac.jp/public/hearts.html
または、　兵庫医科大学　ハーツ　で検索してください。

※平成24年9月末現在の工事状況

■がん
■目・耳・鼻・口の病気
■胃・腸・食道の病気
■呼吸器の病気
■骨・関節の病気
■脳・神経の病気
■皮膚の病気

■肝臓・すい臓・胆嚢の病気
■腎臓・泌尿器の病気
■循環器と血液の病気
■全身の病気
■こころの病気
■女性の病気
■子どもの病気

  
  

お問い合わせは
健診センター

［注］（ )急性医療総合センターは、当初、平成25年6月開設予定としておりましたが、
病棟移転を早め、平成25年4月開設に変更となりました。

０１２０－６８２－７１１まで




